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要 旨

われ われ の 身の周りの ど こ に でもある傷や磨耗
,
変形や垢の 堆積等の 痕跡を見るとき

, 痕跡そ

の もの よりもむ し ろ
,
そ の痕跡を残す こ と に な っ た で あろう行為の軌跡が気に か か ると い うとき

が ある
｡ 道具や環境の た め の デザイ ン を考えようとするとき

,
人 が 戸惑 い の 結果と して 残し た痕

跡は時と して 大きな ヒ ン ト に なる こ とがある｡
こ うような意味 で の痕跡は

,
実際の行為を い くら

観察 し て も見え て こ な い 行為の特質を 一

挙に 垣間見さ せ てくれる こ とがある ｡ 本論文 で は
,
痕跡

を手がか り に して
,
人間の環境や道具の 改善が 可能で ある こと つ い て 考察 した

｡
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1 . は じめに

われわれ の生 きて い る世界で は
,
動きが発

生する とそ こ に跡を残すことがある ｡ 砂丘で

見られる椅薦な風紋は
,
ある時間をか けて凪

が乾い た大量の 粒砂 の 上を通り過 ぎて行 っ た

こ とを物語る｡ 古い木の幹にくり貫か れたか

なり大きな空洞 は
,
キツ ツ キの 行動や小鳥の

営巣を想像させ る ｡ 舗装されて い ない道路に

平行に走る二 つ の深い轍 (わだち) は
, 自動

車の頻繁な通過 を暗示 して い る ｡ オフ ィ ス街

の 近く にある公園の 芝生 には斜め に横切 る
一

本の剥 げた道が出来上が っ て い るが
,
職場 へ

と急ぐサ ラ リ ー マ ン の 通勤風景を思 い起 こ さ

せ る
｡ その 他無数 に こう した例を見 つ けだす

こ とがで きるであろう ｡

風や 水
,
動物が動けばそ こ に跡が残 っ て い

く と い う現象は過去何億年と営々と続けられ

て い る自然 の営み であ っ て珍し い もの で はな

い
｡ しか しながら

,
それを観察するわれわれ

人間は
,
そ の物理的な痕跡か らそれに接触し

たもう片方の動きを推測してみ た い と いう思

い に駆 られるとき がある ｡ われわれ人間 も

日々 自分 の 周囲に こ の ような痕跡を残して い

るはずである ｡ 山中で見 られる獣道 (けも の

み ち) の ように多数の 個体の 行為が積み重 さ

な っ て次第に形成 されたもの もあれば
,

一 人

の 人間によ っ て長い 年月をかけて知 らず知 ら

ずの うち に形作られたもの もある｡

もはや今と な っ ては
,
現場で起 こ っ た数々

の 出来事は目で確かめ る こ とが できなく な っ

て い て も
,
残された痕跡を見ればそ こ で繰広
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げられ た ド ラ マ をある程度想像する こ と は可

能で あるように思え る｡ 地質学 , 考古学
,
無

文字社会の 歴史学の 研究者ばかりで は なく
,

環境の デザイ ン に興味を持つ もの は
,

こう し

た痕跡か ら新たな ヒ ン トや発想 が得られるや

もしれな い ｡ こ の 可能性を探 っ て みよう とす

る こ とが本論文の 目的である ｡

痕跡とはそもそもど のように して出来上が

っ てく る の か を第 2 章で簡単に素描 した後 ,

第 3 章で は痕跡の 利用価値に つ い て述べ る ｡

第 4 章では痕跡から読み取れるもの と痕跡の

利用 に つ い て考え
, 第5 亭で は痕跡の 発生 と

そ こ か らの 発想 に つ い て論じる ｡ こう した議

論を前提に して
,
ようやく痕跡をデザイ ン に

利用するとい うテ ー マ の ス タ ー トライ ン に つ

けたと言える ｡ 第 6 章で はわれわれが重要だ

と考える例を示すこ と で
, ｢痕跡から発想す

る｣ と いう活動を説明する こ とに した い
｡

2 . 痕跡発生のメ カ ニ ズ ム
* 1

痕跡は活動する対象がその 他の 対象に及ぼ

す物理的ある い は化学的な接触であると定義

して おく ことに しよう ｡

一 回きりで重要な痕

跡を残すと いう場合(限石が残した ク レ ー タ ー

など) も多々あるか もしれな い が
,
われわれ

が第
一

に興味ある痕跡は ｢ 同じ行為の 繰り返

し｣ で発生 した痕跡で ある ｡ しか し
,

一

回 の

行為で残された痕跡で あ っ て も ,
それが後で

何度も動物や人間によ っ て利用される痕跡に

は大い に興味があ る｡ もちろん繰り返しがあ

ればそ こ に必ず痕跡が残るとい うわけで はな

い こ と も当然であ る｡ 働き か けられる面が非

常に硬か っ たり
,

一 定 の 形を保持で きな い と

か
,
摩擦係数が非常に小さ い など の場合に は

痕跡は非常に残りにくい の が
一

般的で ある
｡

地球上の 物体を個体
,
液体

,
気体に区別す

ると
,
液体と気体は個体に対 して痕跡の原因

となる側に あるように見える が必ずしもそう

で はな い
｡ 後で見 るように色や匂 い はれ っ き

と した痕跡となる ｡ 個体は痕跡を つ ける側に

もつ けられる側にもなりう る｡ 個体と個体と

の接触が痕跡の多くの原因となるが
,
その 時

は個体を痕跡を つ ける側と つ けられる側に
-

応分けて考えられ るもの と して おこ う｡ 動 い

て い る物体同士 の接触や衝突で できる痕跡で

は
, 痕跡を つ ける側と つ けられる側と に明確

に分ける こ とがで きない か もしれな い
｡ 動物

の ような有機体を形づく っ て い る皮膚や骨な

ども部分によ っ て は痕跡を残せ る の である ｡

痕跡の物理 ･ 化学的原因に は
,
力を加える

こ とや化学反応
,
付着などが考えられる ｡ 力

が加わ っ て残る場合にも
,
強い力

,
摩耗や風

化
,
熱や光など様々な状況 がある ｡ また

,
痩

跡の 跡は着色
,
保護膜

,
垢や 填

,
油気など

様々な物質によ っ て着色され る ｡ 物質の特性

の うち ｢ か たさ｣ は痕跡にと っ て有利である

が
,

一

方弾性や可塑性 , 水溶性や揮発性は痕

跡に と っ て不利で ある ｡ も っ と も
,

こ こ で
,

有利 , 不利と い う表現 は人間が とるある価値

尺度を前提と して い る にすぎな い ｡

しか しなが ら
,
本稿で は上記 の よ うな物

理 ･ 化学的な痕跡発生 の メ カ ニ ズ ム に特別関

心 があるわけでは ない ｡ 痕跡の 微妙な原因を

探求しようとすれば自然科学的な証拠や知識

に頼らぎるを得ない が
,
そう した必要の ない

痕跡も身の 回りに たくさんあ る の が普通で あ

る ｡ 特にわれわれが関心を抱くような
,
人間活

動がもとで起 こ る痕跡にはそうしたもの がほと

んどである ｡ 痕跡が つ けられる様々な原因や条

件に つ い ては これぐら い にして
, 本論である痕

跡の利用に つ い てみて いくことにしよう｡

3 . 痕跡を利用する

環境の中に無数にある痕跡は
,
われわれに

と っ て単に過去に起 こ っ た様々 な出来事の遺

物と して の 意味しか持たな い もの なの であろ

うか ｡ 決 して それだけでは ない ｡ 獣道や芝生

の 剥げた跡がそこ にや っ て きた動物や 人に道
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がある こ とを知 らせて い るように
,
痕跡は過

去の 遺物と してだけで は なく
,
われわれ の こ

れか ら先 の 活動を導く重要な手が かり
,
すな

わち意味をもつ情報を提供して い るはずである｡

こ の章では痕跡が人間や動物にと っ て利用価値

がある こ とを調 べ てみる こ とにしよう｡

痕跡の 発生と利用の簡単な類別を試みて み

る と次 の ような 3 つ の タイ プが思 い浮か ぶ ｡

1 ) 痕跡が痕跡を呼ぶ

砂漠に突然放り出された とき
,

たとえ様も

なく不安な気持ち になる の は
,
どの 方向に進

路を取 っ て進ん で行 っ た らよい の か が分から

ずに決定不能の状態に なるか らで ある ｡ そん

な時そ こ に道の痕跡らしきもの があれば
,
そ

の 道をたどればど こ か に到達するの で は ない

か とい う推測が可能に なる
｡

その ように して

なされた行為がさらにその 道を遣ら しくする

こ と にほ ん の 少しだけ貢献する｡ 痕跡それ自

体が強化されて さらに 目立 つ 存在に な っ て い

く ｡

2 ) 不安や戸惑い の解消になる

痕跡は自然発生的に現われて い るように見

えるが
,
ある痕跡に出会 っ た人間が

,
あたか

もそ の痕跡に自ら の 行為を預けるようにする

の は
,
そうする こ とがその 人間に と っ て何 ら

か の メ リ ッ トになるか らで ある ｡ 動作や行為

に不安や戸惑 い を感 じたとき
,
われわれが捜

し求める不安解消の手 がか りの
一

つ が痕跡で

あ っ て も何ら不思議で はない ｡ 長 い 間にその

痕跡が誰にも共通する不安や 戸惑 い の 解消策

になるなら
,
その 痕跡は次第に人間 の 行為の

強化 にな っ て いく ｡

3 ) 痕跡の高度な利用

とくに人類では痕跡の メ リ ッ トが意識的に

なり , 痕跡を積極的に利用するとい う特別 な

行動が見 られ る ｡ これ は
,
環境に印を つ け

,

自ら の 行動をそれによ っ て制御すると いう特

別な能力で ある ｡ こ の 成功によりますます痕
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跡の利用が発展 して いく ことにな っ た ｡

さて
, 人間だけが痕跡を利用する動物で は

ない こ と は明らかで ある ｡ ア リ が餌 を見つ け

て巣に戻ると き
,
ある種の フ ェ ロ モ ン を分泌

する こ とが知られて い る ｡ それに惹 かれて他

の ア リ が その 行動 を繰り返すよう になれば
,

フ ェ ロ モ ン の道はますます太く強力にな っ て

餌 へ の ル ー

ト (痕跡) として重要な役割を果

たす｡ 多く の動物で は
,
自ら の縄張りを示す

ため に尿をその 痕跡と して利用 して い る ｡ た

だし
,
動物にと っ て は こう した行動が遺伝的

に プ ロ グラ ム された もの で ある こ とは明白で

ある ｡

先の 芝生 の禿跡の ように人間も無意識に た

くさん の痕跡を残しながら
,
それを意識せず

に利用 して い る と い う場合が数多くある に違

い ない
｡ しか し

,
それと同時に人間と い う種

は痕跡ら しきも の を環境に意識的に設 けて
,

それに 自ら の 行動を先導させると い う こ とを

行 っ て きた (上記 の3) の タ イ プ) ｡
こ の よう

な行動 は人間 の 大きな特徴であると い える
〔

陸 上 競技 場 で は
,

各走 者 が ト ラ ッ ク

(t r a c k) と呼ばれる自分 の走る場所を
,
それな

い で走り つ づけられるよう に した白線が同心

円的に引か れて い る ｡ 20 0 m 走 や4 00 m 走 はそ

の ト ラ ッ ク を使 っ て競走する ｡ こ の とき白線

で挟まれた 目の前の 道が各走者の走りを方向

づ ける の に役立 っ て い る ｡ こ の ト ラ ッ ク は競

走 の た め に人間が準備した人工物であり , 人

間の 行為を制御 して い る ｡ ｢痕跡｣ の 英語 は

t r a c e( s) で
,
(動物 ･ 人 など の 適 っ た) 跡

,
足

跡
,
わだちと いう意味が あり

,
何か が通 っ た

跡や何かが起 こ っ た こ とを示すもの
,
とある ｡

その 類語 の ト ラ ッ ク (t r a c k)
,

は何か が通 っ

た後に残 っ た連続した跡
,
と い う意味がある ｡

人間の行為が痕跡によ っ て制御 ( コ ン ト ロ
ー

ル) され る とい う の は
,

それ ら が規制され

( c o n st r ai n e d)
,
導 か れ ( g u id e d) ,

方向づ け

られ ( st e e r e d) る とい う こ とで あ る ｡ すな

わち
,
制御されると い う意味は刺激が原因と
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な っ て脳か ら信号 が発せ られる の でも指令さ

れる の で もな い ｡ われわれ の行為は外界の 痕

跡に見られる情報によ っ て制御される の であ

る ｡ 『行動 を支配する法則は
, 権威によ っ て

強制され る法律とか司令官によ っ て 下される

決定の ようなもの で はない ｡ つ まり
,
行動は

調整 されなく て も規則的で ある ｡』
1 ) 言い 換

えれば 『制御は
,
動物一環境系に在る｡』

1 )

陸上競技場の競走で ゴ ー ル に向か っ て走る

ことがで きる の は
,
脳か らの 指令で手足を動

かすことで前に進んで い けると説明をしなく

て もよ い
｡ 走 る こ とが ト ラ ッ ク の白線を見 る

ことで視覚的に制御されて い れば
,

ゴ ー ル に

向か う目的的で規則的な走行が可能で ある ｡

知覚は外界の 情報を抽出するだけで はなく
,

自己に関する情報も同時に与える ｡ 自分が動

い て い る こ と
,
どん な姿勢を して い る の か

,

どこ に向か っ て いるの か など の 情報が
, 外界

の情報と同時に手 に入る ｡ 走 っ たり歩い たり

する ｢移動｣ と いう動きだけで はなく ,
こ の

こ とは手 による ｢操作｣ に つ い ても同じで あ

る ｡

こ の ような点に焦点を当て て様々な痕跡の

意味や 目的を次章以降で は探 っ て み る ことに

しよう ｡ すなわち痕跡か ら何が読める の か を

調 べ
,
そ してそ こ か らある重要な結論を導き

出すこ とに した い ｡ こ こ で は
, ｢必ずしも行

動を導き出す原因を人間 の 内部に捜し求め る

必要はない
, 外界にある情報 (痕跡もそ の 一

つ) が行動を誘導して い る｣ こ とを数々 の例

示を使 っ て 説明する こ と にする
｡ 筆者らは

,

行動 は身体的な行為に限定されて い るわけで

はない と考えて い る ｡ 思考の ような精神的な

行為にも同様に こ の考 え方 が当て はまる もの

と確信して い るが
, 本稿で は身体的な行為を

中心 に考察する ｡

4 . 痕跡か ら読み取れるもの と

痕跡の利用 につ い て

4 . 1 痕跡から読み取 る

1) 痕跡に動きを読む

痕跡からそれに関わ っ た人 の体格や動作を

推測できる こ とが ある ｡ 例えば
,
人指し指の

付け根あたりがひ どくすり切れて
,
深い しわ

を残して い る手袋を見たならば
,

こ の手袋の

持ち主 は
,
何かを強く握 っ て叩くか打つ とい

う動きを した人で はない か
,

と察する こ とが

できる ｡ 交通事故などで ひき逃げ事件の 容疑

者を検挙するため に行われる遺留品鑑定 の専

門衣や
,
人体に残る傷跡か ら犯人 の 行為を分

析する法医学者などは必死に ｢ 痕跡を読む｣

というこ とを行 っ て いる｡ 遺留品鑑定や法医学

では
,
車種や凶器の判定だけでなく

,
痕跡の付

き方や残り方を詳細に分析して
,
｢容疑者の動き｣

を想定するこ とができる｡ そしてさらに実験を

通して
,
想定した動きの実証に高い信藩性と確

信を得ることさえできるの である｡

* 2

図 1 岡崎氏が使 い 続け た玄翁

図1 はある銀製作所の A さんが 2 5 年間使い

続けたと いう玄翁である ｡

* 3

玄翁の側には鋸の

目を刻む
"

たがね
"

が写 っ て い る
｡ 鋸を作ると

きに振り下ろされる玄翁は
,

こ の たがねの頭を

打つ 時に使われて い る｡ 実は
,
振り下ろすと い

う表現は正確で はない ｡ む しろ ｢持ち上げて落

とす｣ と言 っ た方が正確かもしれない ｡ それは

A さん が
,

たがねで目を刻む時, 重さを利用 し

てある
一

定の高さか ら落と して い るように見え
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図 2 - 1
,
2 - 2

る からである｡ 見て分かるように
,
人差 し指の

掛か る部分の方が
,
親指の 当たる部分よりも深

く磨耗して いる様子がは っ きりと確認で きる｡

これは人差し指の 当たる位置で
,
持ち上げる時

に大きな負荷が掛か っ て い る こ とを示して い

る｡ こ の道具には こ のような
"

動きの痕跡
"

が

く っ きりと刻み込まれて い る｡

2 ) 痕跡か ら生活を読む

次 の 図 2 は筆者ら の 友人宅で
,

トイ レ の横

に作られ た洗面所の様子であ る｡ 本来
,

タイ

ル 張りの 上部にで きた ほん の 少 し の 平面は
,

もの を置く こ とを意図して作られた平面で は

ない ｡ 木造建築の 工法で
,
水周りにタイル張り

の造作をする目的で作られた平面である ｡ と こ

ろが
, 歯磨き粉や歯ブラ シ

,
整髪料や洗顔クリ

ー ム
,
ブ ラ シ や ブロ

ー スプレ ー 等々が所狭しと

並び
,
ものを置くため の棚のように使われて い

る｡
こ こ で は

! 美観と いう面か らこうした行為

を云々するよりも ,
こ の光景が何を物語 っ て い

るの かを読みとる ことにしてみよう｡

まず ,
こ こ は

◆
トイ レ に行 っ た後の 手洗い

,

朝晩の 歯磨きと洗顔 , 出かける前の 身だしな

み
,
など の 目的で家族が頻繁に使用する活動

の場であ る
,

と い う こ とで ある ｡

"

身だしな

み
"

と読み と る理由は
,

ブラ シ と
一 緒に置か

れた赤い手鏡によ っ て である ｡ 左 の壁面に は

鏡が取り付けられて い る が
,
手鏡と ブ ラ シ を

使 っ た住人は
,

こ の 鏡と手鏡の両方を組み合
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洗面所 の様子

わせ て使い
,
自分 の後頭部や側面の 姿を見な

がら髪型を整えると い う活動を行 っ て いるの

で はない かと推察されるからである ｡

また
,
左 の タイル の平面上 に横に置か れた

化粧品の ビ ンをみ てみ よう ｡ は じめ
,

こ の 家

の 住人が落として ビ ンを割ると いう失敗を幾

度か経験して
,
それを避けるため にあらか じ

め横に置い て安定させ た の で は ない か ? と思

われたが
,
その 読みは正 しくな い ようであ る｡

そ の理由は
,
他の 2 本の ビ ン は立た せて置か

れて い るか らである ｡ それは むしろ
,
化粧品

の ビ ン の中味が残り少なくな っ て
,
次 に使う

時に取り出しやすくするために横に して中味

を口元の 近く に寄せ て おきた い
,
と考えた か

らで あろう ｡
つ まり

,
こ の化粧品 の液体は

,

水の 様に サラ サラ なも の で はなく流動性の低

い ゲル 状の液体に違い ない と思われる
｡

次に
,
左端窓際の 黒い 陶器には たく さん の

歯ブラ シ が入 っ て いるが
,

こ れは家族 を構成

する人 の 数に対応 して は い ない と思われ る ｡

こ の たくさん の歯ブラ シ は
, 使わなくな っ た

もの を残 して おい て
, 後で タイ ル の 目地を掃

除するなど
,
再利用するた め に溜め置か れて

い るように見受けられる
｡

こ の 図の 風景か らは
,

こ の 家の 住人は決 し

て整理好き と は言えな い よう に思われ るが
,

し か しよく見ると改善を試み た痕跡が全くな

い わけで はない ｡ その 証拠に
,
左の 壁に は何

かを張り付けた両面テ
ー プの痕が 8 箇所残さ
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れて い る
｡

8 カ所で固定 しなければなら ない

ほど強度を必要とする もの は
,
小さなか ごか

ケ
ー

ス など の収納棚で あ っ た の で あろうか ｡

鏡と関連づ けてそ の 下 に付けて は み た もの

の
,
何か を載せすぎて その重さでおちて しま

っ た の で はない だろうか ｡

4 . 2 痕跡の役割とその利用

われわれにと っ て の仕事場はわれわれが思

っ て い る以上に大切 な環境である ｡ 普段使用

して い る仕事場を離れて別 の場所で何か作業

を行わなければならな い と き
,
急に能率が落

ちたりするもの である ｡ 外界にある情報を自

分の 活動にうまく活用で きる の は
, 使い慣れ

た仕事場で は情報を見 つ け出 したり
,
思 い出

したりするの が容易 にできるか らで ある ｡ 仕

事場はそうした情報源に溢れて い る｡ も っ と

もそ の た めには日頃の 管理を怠らな い ように

しなければならない こ とは当然で あるが ｡ こ

こ で は仕事場に作り出され る痕跡の代表的な

例を挙げてみ るこ とに しよう ｡

1 ) 仕事を継続させ るため の サイ ン

オ フ イ ス に出勤 して デス ク に向か い
,

さあ

今日の仕事に取り掛かか ろうとするとき
, 開

か れた ままにな っ て い る本の ペ ー ジ
, 祭料の

山
, 書きか けの メ モ

,
リ ジ ュ

ー ム機能で立ち

上 が っ たディ ス プレイの 画面 が ス ム ー

ズ に昨

日の仕事と の継続性を保障してくれる ｡ 他人

によ っ て デス ク 上の 雑多なもの が整理整頓さ

れて しまう と
,

しばらく調子が狂 っ て
,
消し

ゴ ム ー

つ 探すにも手間取 っ て しまう体験を し

た こ とはない だろう か
｡

デス ク 上の様々 な小物や資料は長 い時間経

過の 後にその 居場所をきめ
, 効率的な事務作

業 を助 ける配置と して定着する ｡ 資料の保管

場所や書棚の本の位置なども次第に構造化さ

れて きて
,
正確で はない が大体どの あた りに

ある か を言 い 当て る こ と が で きる よう に な

る｡ こ の外部に形成された構造が作業 の ス ム ー

ズな流れに大きな効果をもた らして い る ｡ こ

う した外部に現れた構造は仕事場で の 人間の

活動が作り上げたサイ ン と見なせ る の で はな

い だろう か ｡

もう 一

つ の 例を挙げて みよう｡ 自分の 工房

を持 っ た職人 の作業場には
, その職人が長 い

年月か けて形成 して きた道具や工具の 独特な

配置が出来上が っ て い る ｡ 職人がよく自分 の

作業の 勘所に つ い て質問されて
,
｢ こ の やり

方は ことばで は言えな い｣ と決まり文句の よ

うに い う ことがあるが
, 第三者はその言葉で

言えない 何か が職人 の 頭や身体の 内に ｢仕舞

い込 まれて い る｣ と つ い つ い 思 っ て しまう ｡

し か も職人があえて言葉に しようと して発 し

た言葉がまた
,
職人の 内面を描写しようとす

る言葉で飾られやすい の で なおさらそ の 理由

を心 の 深部に追い 求め させ る原因となりやす

い
｡

しか し
,
職人が彼の作業場の中に彼の動作

と 一

体化するように材料 ,
工具

,
道具

,
装置

を配置 して い る点を見逃 して はならな い ｡ こ

の ような準備作業の お陰で職人の鍛練された

知覚と運動機能が作業の主役を務め る こ とに

なる ｡

* 4 これに よ っ て効率的な動作 が実現 で

きるばかりで はなく
,
頭の 中には若干の コ

ー

ド化された知識があれば十分 となる ｡ 余裕が

で きた意識や注意と い う資源は他に振り向け

る こ と ができる ｡ これによ っ て作業の次の動

作を常に
一

歩前に でて余裕を持 っ て制御で き

るようにな っ た り
,

* 5

素材に現われ る微妙な

変化に神経を集中させる こ とがで きる の であ

る ｡ 年季の入 っ た作業場は
, 職人の 動作が作

り上げた貴重なサイ ン の展示場である ｡

2 ) 思 い出すこ とを支援してくれる小道具類

われわれは痕跡を知覚で きる の で
,
ある こ

とを思 い出すという能力を利用した小道具が

たくさん工 夫されて きた ｡ カ レ ン ダ
ー の ある

日付に印 ( マ ー ク) を つ ける こ とは誰もが し

て い る簡便な思 い 出し法である ｡ また
,
毎日
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手帳を見る習慣を つ けて い る忙し い 人にと っ

ては
,
手帳の 効用は計り知れな い はずである ｡

予定を覚えて おく大変な作業を , 手帳に記 し

た記号や文字に任せて しま っ て安心 して い ら

れるか らである｡

カ レ ン ダ ー の 印の どこ が痕跡なの か
,

と い

ぶ か られるか も しれな い が
,

マ ー ク ( m a r k)

に は跡と いう意味が ある ｡
マ ー ク の 意味を更

に見て行くと
,
傷跡

,
しみ

,
汚点

,
体の あ ざ

や しみ など の 意味が ある ｡ また
,

マ
ー ク には

目印 ,
目標

,
標識

,
標的の 意味がある ｡ こ う

してみ ると
,

マ
ー クか ら様々な情報が読み取

る こ とがで きる こと
,
さらには

,
マ

ー

ク を っ

けて人々を誘導できる こ とはわれわれに と っ

て周知の 事実で は なか っ た か ｡ 今で も マ
ー

ク

は痕跡活用 の 道具と して強力である ｡

マ ー クがサイ ンや シ グナル にまで洗練され

て い けばさら に利用価値は高まる は ずで あ

る ｡ さらにその 延長線上 に思い を馳せ れば
,

われわれ の思考や言葉の役割も こう した痕跡

の延長線上に開けた人間の高度な精神的機能

の発達とだぶ らせて議論してみた い という誘

惑に駆られて しまう ｡

5 . 痕跡の発生とそこからの発想

こ の章で は多かれ少なかれ習慣性の 行為に

よ っ て痕跡が残された もの と
,

一 回 の 行為で

痕跡が残るも の とに分けて考えてみ るこ とに

する｡ さらに
,
その痕跡か ら発想される

,
あ

る い は発想された こ とに つ い て みて い く こ と

に しよう｡

5 . 1 習慣性

同じ所を多く の人が歩い て通 っ た後にでき

る道跡は
,
行為の繰り返 しが痕跡を形成する

一

つ の典型である｡ これ は必ずしも明確な意

図がみ られな い 習慣性から出来上が っ たと思

われる ｡ 多人数 の習慣性か ら発生する痕跡に

は
,
擦り減 っ た階段の滑り止め

,
廊下 の 曲が
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り角にできた塗装の剥げ , 部屋 の照明の ス イ

ッ チ の周りに つ い た手垢 の 跡などがある ｡ 他

にもわれわれ の周りを少し注意深く見れば探

し出すこ とがで きる ｡ また
,

一

個人の習慣性

から は
,
常に 同じ場所に座 る テ ー ブル に つ い

た様々 な傷跡
,
職場で の 道具の 配置にその痕

跡を見つ け出すことがで きる｡

習慣性の痕跡か らは
,
そ こ で行われた (梶

在も行われ続けて い る) 行為が想像できる場

合が多い ｡ 行為の ス ム ー

ズ な流れ の中で ごく

自然 に 出来上が っ て い くよ うな痕跡もあれ

ば
,
反対にその 行為が無理な態勢や姿勢であ

る が た め に 残 っ た と しか思 えな い も の もあ

る｡ こ の ような時
,

デザイ ンを改善すの ため

の 最大の ヒ ン トが得られや すい ｡ また
,
数え

きれない摩擦の繰り返 しによ っ てその行為と良

く対応 した形に変形したり
,
摩耗によ っ てそれ

が美しい造形を形作 っ て いれば
,
人にと っ て心

地よ いデザイ ンの ヒ ン トになるかもしれない
｡

不特定多数の 人々 が同じ行動を繰り返す場

合に痕跡と して残され る例を ,
われわれ の 身

の 回りか らい く つ か 発見 してみ よう . 図 3

図3 デ パ ー トの レ ジ カ ウ ン タ ー の様子

は
,
デパ ー トの 食料品売場の レ ジカ ウ ン タ ー

の 様子である ｡ お客は長方形の 買 い物か ごを

手前の カ ウ ン タ ー に置き順番を待 っ て い る ｡

そ して レ ジ の 従業員がその か ごを縦に置き換

えて バ ー コ ー

ドの 上に品物を通過させ て
,
皮

対側の か ごに移 して いく ｡ ｢置き換えて｣ と
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い う動きが見える根摂は
,

カ ウ ン タ ー の 上に

残された黒い痕跡の 巾の 違い で ある ｡

さらに こ の痕跡は
,

レ ジ の従業員側の カウ

ン タ ー の 端ま で広 が っ て い る と こ ろを見 る

と
,

か ごの 中の 商品を取り出し易い よう に
,

従業員が手前に引き寄せて い る の で は ない か

と思われる ｡ か ごの 内側が死角に な っ て小さ

な商品を見落とす場合があるか らで は ない だ

ろうか ｡ 黒い痕跡の 中に
, 白い痕跡が見える

が
, 引き寄せ る動きによ っ て

,
か ごの 接地部

分 が合板を磨耗させ
,
さらに下層の単板が露

出してきて い る ｡ カ ウ ン タ ー に付い て い るす

り切れた痕跡は
,

こう した か ごの 移動と 向き

を変える動きを繰り返した ため に出来た もの

である ｡ 磨耗に強く滑性に優れた塩化ビ ニ ー

ル 梨の 合板が こ こ まですり切れる ため に は
,

かなり長 い 間
,
そ して多く の 人によ っ て使用

し続けられ たか らに違い ない ｡ その 一 部始終

を現場で直に見なくとも
, 痕跡の 中に ｢人と

か ごの動き｣ が見える の で ある ｡
レ ジ の カ ウ

ン タ ー に つ い た跡からは
,
そ こ で働く従業員

や買い物か ごを置い て清算を待つ 人々 の 動き

が見えてくる ｡

* 6

痕跡に つ い て
,
佐々木正人は興味深い表現

で次の よう に述べ て い る ｡ 『行為は跡を残し

て い る ｡ 跡は
,
ど こ で も同じように はできな

い
｡ 跡は

,
それがで きた場所で

, 行為によ っ

て起 こ っ て い る こ とによ っ て しかで きな い ｡

むずか しく いえば
, 跡は行為と

,
それが おこ

なわれた場所に固有であ る｡ 跡はそれが つ い

たと ころが行為に と っ て は どの ような場所で

あ る の か をよく示 して い る｡ おそらく行為だ

けを い くら
一

生懸命見ても見えて こ ない行為

の 性質を跡が教えてくれ る
｡ 跡は行為が場所

と深く関係してお こなわれて いると い うこ と

を示 して い る
｡』

2 )
っ まり

,
レ ジ の カ ウ ン タ ー

に つ い た磨耗の痕跡は どの 職種の カウ ン タ ー

テ ー ブ ル にも同様に つ く跡 では なく , 日本 の

ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の レ ジ カ ウ ン タ ー に し か

で き な い もの である
｡

しか も 一

つ の決ま っ た

行為によ っ て しかで きな い もの である｡ 従業

員の姿をいくら観察して も
,
それが新品の カ

ウ ン タ ー を使う場合には見えて こない 行為の

パ タ ー ン が
,
痕跡によ っ て 明らか になる ｡ 痕

跡は
,
行動とその行動が お こなわれる場所に

固有であり
, 痕跡か らかなりは っ きりと した

行為の 詳細を読み と る こ と が で きる の で あ

る ｡

5 . 2 一

回性
一

方
,

一

回 の 行為で跡をの残すと い う行為

に は強い意図が感じられ る｡ その意図は生活

に密着したもの か ら
,
神聖な目的まで に及ぶ ｡

また
,
誰か他の 人に メ ッ セ ー ジを伝えた い と

い うもの から
,
自分自身に対する何らか の 目

的を持つ もの までその 範囲は広い ｡

その 一 方
,
人間は

一 回の 行為で跡を残せ る

道具をたくさん所有するように な っ た ｡ 紙の

上 に鉛筆を接触させ て線を引く ｡ 枝にナイ フ

で切り込み を入れる ｡ 紐に結び目を作 っ て数

を表現 する ｡ 古代か ら続く こう した手段や
,

印刷機
,
蓄音機

,
テ ー プレ コ ー ダ ー

,

■
コ ン ピ

ュ
ー タ の 記憶装置など の現代の機器まで

,
そ

の願望は果て しない ｡ 絵画や建造物などにも

その 意図が見出せ るかもしれな い ｡

次に
,

一 回しか行なわな い行為で
,

ある目

的を達成 しなければならないがその効果や結

果を前も っ て予測しが た い場面で
,
痕跡を つ

ける こ とによ っ てその 効果を計り知 る ことが

可能に なる例を二 つ 取り上 げる こ と にする ｡

その 両方とも目に見えな い痕跡を目に見える

ようにする こ とによ っ て道具の使用者を助け

てくれる ｡

木工 に おい て接合部を接着するときは
, 揺

着剤を付けた双方 の接着面を ク ラ ンプなどを

使 っ て庄著する ｡ 酢酸ビ ニ ー ル エ マ ル ジ ョ ン

系樹脂と呼ばれる マ ヨ ネ ー

ズ状の接着剤を用

い る場合でも ,
互 い の 接着面がどれだけ平滑

であ るか によ っ てそ の 接着力が左右 され る ｡

しか し
,
庄著された接着面が互 い に ム ラ なく
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図 4 - 1
,
4 - 2 圧力試験紙を挟んだ庄着の 強さと変色の 様子

接して均等に押さえ つ けられて い るかどうか

や
,
その圧力 の 程度を目で見る こ とは難し い

｡

そ こ で圧力が か か ると正確に接 して い る部分

だけが変色する フ イ ル ム が考え出され た ｡

* 7

そ の フイル ムを仮に接着面の間に挟んで ク ラ ン

プなどで締め ると
,
その圧力で フイル ム が赤く

変色して 目に見えるようになる｡ 接着面に微妙

なム ラ がある場合には
,
その ム ラ を示す濃淡の

グ ラ デ ー シ ョ ン が出来上がる｡ 付属の グ ラデ ー

シ ョ ン表には
,
赤色の濃淡に応じて圧力の数値

が読めるようにな っ て い る の で
,
接合部にかか

っ た圧力の強さも知る こ とができる (図4) ｡

もう 一

つ の例も接着に関係して い る ｡ 封筒

の 口 などを糊付けする際には
,
糊代に糊がま

ん べ んなく糊付けされた の か
,
また糊が紙か

らは み出しは しない か などと結構神経を使う

もの である｡ しか し
,

､ ある ス テ ィ ッ ク糊で は

糊にブル ー の色 が付けられて い るの で
,
塗り

残しがあればすぐに見えるようにな っ て い る｡

* 8

さ ら に
,

た とえ糊を余分 に つ けて しま っ た と

して も
,

こ の糊は乾くと色が消え
,

はみ 出し

た部分 の 糊成分 もなくなる の で気にならな い

の であ る ｡

6 . 痕跡 をデザイ ン に利用 する

痕跡は科学的 に ア プ ロ
ー

チ で き る ｡ 痕跡 ,

すなわち結果に は原因がある ｡
こ の 因果関係

を見 つ け出すこ とで痕跡の理由に つ い て様々

な仮説を立て
,
推論を行 なう こ とがで きる の

である｡ こ の推論は当然蓋然的なもの で我慢

しなければならない 場合がある
｡

環境の デザイ ン で は痕跡の 原因で ある人間

の 行為に注目する ｡ そ して
,
その 行為が不自

由あ る い は不自然なため に
,
結果的に痕跡が

残 っ た の で はない か と仮定 してみ る ｡ そ の仮

定 がどれ ぐら い の 蓋然性を持 っ て確信できる

の か を様々 な手段を つ か っ て調 べ てみ る ｡ 仮

説の信憩性が確信できたなら
,
その 不自然さ

,

不自由さを改善する目標を立て
,
新 し い デザ

イ ンを提案する ｡ そ して
,
デザイ ンを実地に

適用 してその効果を検証する｡

しか しなが ら
,
痕跡に対する デザイ ン的ア

プ ロ
ー

チを厳密な科学的なア プ ロ
ー

チ と比較

した とき次 の ような遠い がある の は明白で あ

る ｡ デザイ ン で は痕跡の原因究明は科学的な

ア プ ロ
ー

チ に比べ て それほど難し い こ とで は

ない
｡ 実 はデザイ ン の 手が かりになるような

痕跡に気づく こ と の ほうがむ しろず っ と難 し

い の で ある ｡ そうした事例の い く つ かを次に

取 り上げる こ と にする ｡

例 1) 厚みを出さな い ス テ ー プラ ー の発案

幾枚か の紙を綴じる時 , われわれは ス テ
ー

プラ
ー を使用する こ と が多い ｡ ス テ ー プ ラ

ー

は
,
ス テ ー プル 針の 鋭い先端が紙を貫通して

,

これを裏で折り曲げる機構によ っ て紙を綴じ

る道具である ｡ これまで良く見られた ス テ
ー

プラ
ー

で は
, 折り曲げられた ス テ ー プル 針の



1 34 小松研 治 ･ 小郷 直言

図5 古い タイプ (左側) と新しい タイプ (右側)

2 本の ア ー ム は僅か に膨 らみ を持 っ て い た
｡

最近
, 裏で曲が る 2 本の ア

ー ム が
, 平らに折

り曲げられ る商品を見 か ける ように な っ た

( 図 5 ) ｡

* 9

従来の もの で も綴 じる機能は十分

に果たすことがで きる の に
,
なぜ こう した変

更を加える必要があ っ た の であろうか ｡

変更された ス テ
ー プ ラ

ー

の 横 じ跡か らは
,

次 の ような要因を推測する ことがで きる｡ 従

来の ス テ ー プ ラ ー では
,
綴じた冊子が 2

,
3

部と少ない場合に は
,
それを重ねて も気にな

らなか っ たもの が
,
十部以上重ねるような場

合で は見 た 目にもある特徴が現 われてく る ｡

それは綴 じた冊子 が積み重なる と ス テ
ー プル

針で止め た側だけが高く持ち上 が っ てく る の

図7 ファ クシミリ機と散乱する用紙の様子

図6 古いタイプで綴じた冊子の重なり (左側) と

新しい タイプの場合(右側) との比較

である ｡ こう した状態 を作り出す原因は
, 折

り曲げられた ス テ
ー プル針の 2 本の ア 丁 ム が

僅か に膨 らみ を持 っ て い て
,

こ の膨み が冊子

と冊子 の 間に 隙間を つ くり出すか ら であ る

(図 6 ) ｡ 部数 が多くなればなるほ どこ の 状態

は顕著に現れてく る ｡ 改良された新し い タイ

プの ス テ
ー プ ラ

ー

で は こう した問題が起 こり

にく い ｡

例 2) フ ァ ク シ ミリ機用 テ ー ブル の 設置

図7 は
,
ある大学の 共用の 部屋 に置かれた

フ ァ ク シ ミリ機の様子である ｡ 受信して送り

出される フ ァ ク シ ミリ機の 用紙は
,
その たび

図8 フ ァクシミリ機用のテ ー ブル
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図9 用紙を受けとめるス トッ パ ー と取り上げる様子

に図の ように床に落ちて散乱する ｡ 事務員 は

その都度これを拾 っ て揃-え教官 に届けて い た

の である ｡ 拾い あげる たびに次 から は落ちな

いように何か工夫する と か
,
ある い は これを

見た他の 誰かが改善の 提案をする ことの ない

まま
,
驚く べ き ことに こ の 状態 が何年間も続

い て い た
｡

筆者 ら は こ の 状況を見るなり次 の ようなデ

ザイ ン を提案し
, すぐに制作する ことにな っ

た ｡ それは図 8 の ようなも の で
,

ス チ ー ル 製

の ロ ッ カ
ー

の上 に置か れて い る コ ー ヒ ー メ ー

カ
ー や保温 ポ ッ トも置けるような フ ァ ク シ ミ

リ機用 テ ー ブル で ある ｡ 送られて きた情報が

フ ァ ク シ ミ リ機か ら送り出された とき
,
それ

が テ ー ブル の 緑 か ら落ちな い よう に ス ト ッ

パ ー を取付けた ( 図 9 ) ｡ そ してそ の 紙を取

り上げるときに指が掛か り易 い ように小さな

清を作 っ た
o

ス ト ッ パ ー の 凸部は こ の 清で
-

図10 改善前の休息場所の様子

1 3 5

端と ぎれて い る が
,
紙は落ちない ようにな っ

て い る ｡ こ の 例 は台の 工夫そ の もの よりも
,

不自然な状況に気づ けば問題 が
一

挙に解決で

きたように思える ｡

例 3) 休息場の デザイ ン

まず図10 を見て ほ し い ｡ こ の場所は学生 の

休息場所と して提供されて い た の で あるが期

待に反 して利用形態や利用率は芳 しく なか っ

た ｡ その理由と い えるもの は
,

こ の場には人

が頻繁に利用 した際に残される痕跡がほ とん

ど見当たらない からで ある ｡ 仮に多く の 人々

が利用 して い たならば
,
椅子 の並びが変えら

れたり , 灰皿 がど こ から か持ち込まれたりと

い うように人の 行為の痕跡が何か の形で残さ

れ るはずである ｡ さらに
,
閑散と した空間 の

雰囲気が 寒々 と し た印象を与える こ と
,
丸

テ ー ブル と連結椅子と の 数や サイ ズが ア ン バ

ラ ン ス である こ と
, 床が冷た い色調

, 質感で

あ る こ と などどれをと っ て も人を引き付ける

要素がなか っ た ｡

そ こ で
, 人が集えるような休息場所を新た

にデザイ ン する こ と にな っ た ｡

* 10
これに際し

て考慮 した の は次の ような点であ っ た ｡

① ロ ー ル ス クリ
ー ンを天井から吊り

,
周

囲の 通路 と僅 か に区切 りを つ ける ｡

ス ク リ ー ン は床まで を完全に仕切 る の

で はなく
,
視覚的バ リ ア

ー

と して の役

割を持たせ る ｡

図11 改善後の休息場所の様子
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図12 改善前のベ ル トサン ダ ー の周辺の様子

② 窓に カ ー テ ン を掛ける ｡ 北陸の 曇天を

考慮し
,
絵柄は色彩の豊かなもの とする｡

③ 械塔か カ ー ペ ッ トを敷き
,
通路と 一

線

を画する｡ 色彩は暖色と し
,
官能温感

を暖か い もの とする ｡

④ 大型の観葉植物を置き
,
無機質な空間

に彩りと美的要素を加える ｡

⑤ 木製の 椅子とテ
ー ブルをセ ッ トで配置

する ｡ これらは比較的安価で丈夫
,
デ

ザイ ン的に優れた もの を置き
, 休息場

所としての安堵感を与える
,
などであっ た

｡

(図11)

改善後の結果は
,
周辺と の 関連 (食堂が近

図1 3 放置され た研磨布 ロ ー

ル

い ･ 掲示板に近い ･ 教室に近 い ･ 駐車場に近

い) がよく , 学生の 集まる必然性が潜在的に

あ っ た ため
,
以前より格段に利用され る場所

とな っ て い る ｡

例 4 ) ベ ル トサ ン ダ ー の 周辺 の 工夫

図12 は
,
木工用 ベ ル トサ ン ダ ー で

,
こ の機

械を使うときに は部材をどの 程度に研磨する

の かによ っ て
,
研磨布の 粒子 の荒さを選択し

て取り替えなければならな い ｡ 図13 は
,
取り

替えたあと に置場所に困 っ た使用者が
,
研磨

布ロ
ー ル をそれ自体の弾性で広が らない よう

に折りたたみ
, 適当な狭い場所を見つ けて置

い た の で はない かと思われる痕跡で ある ｡ 誰

の もの でもな い共有物の 使用は
,
得て して こ

の ような無責任さをさらけ出す｡ しか し筆者

らはその こ とよりも , 外 した研磨ロ
ー ル をど

こ に片付けて い い の かと困惑する使用者の 姿

図1 4 - 1
,
1 4 - 2 改善後の研磨布 ロ ー ル 掛けと粒度の表示
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図1 5 取り付けた 工具

を こ の 痕跡の中か ら想像する の である ｡

図1 4 は
,

こ の 間題 を解消する ため にデザイ

ン した研磨布ロ
ー ル掛けである ｡ 掛けた研磨

布 ロ
ー ル には重りを乗せ て癖が付か ないよう

に し
,

それぞれ の 研磨布の 粒度を明示する こ

とに した
｡

また
,
研磨布ロ ー ル を取り替え る

たびに持ち出して い た工具箱の 中か ら
, 取り

替えに必要な工具だけを取り出して棚に取り

付けた (図1 5) ｡ こ れは
,
使用 した あと の 工

具箱がもと の 位置に返されず
,
不特定な場所

に置き去りに な っ て い るとい う痕跡か らの 発

想である(図1 6) ｡

7 . おわりに

日頃ほ とんど気を つ けずに見過ごして い る

痕跡に
,
あら ため て注目してみ ると意外な発

13 7

図1 6 置き去りに された 工具箱

見が あ っ て結構楽し い もの で ある ｡ しか し .

それを単なる面白い もの 探しか ら
,

も っ と役

に立ちそうな知識 の レ ベ ル にまで持 っ て こよ

う とすると意外に難し い 問題で ある こ とがわ

か っ てくる ｡ どの ように して痕跡に気づく の

か と い う疑問に答えるに は
,
知覚に つ い て の

理論を基礎に考えて い か なければならな い ｡

これ まで 依拠して きた考え方 はJ .∫. ギブ ソ ン

の 生態学的視覚論
* 11

な の で ある が
, 結果と

して それを逸脱するような話題にまで説明が

及ん で しま っ た
｡ 外界に できたある痕跡に気

づく人
,
気づ か ない人が い る ｡ 環境の 中にあ

る様々 な情報 ( これをギブソ ン は ア フ ォ
ー ダ

ン ス と呼ん だ) に気づく能力が人間の 発達と

関係して い るように
,
痕跡に気づくの にも経

験と熟練が 必要なの か も しれ な い ｡ しか し
,

『あせ らなくて もい い ｡ 情報( = 痕跡
, 筆者)

は環境に実在して
,

お前が発見する の をい つ

まで も待 っ て い る』
3 )

と信じて
,

い つ かそれ

をい い デザイ ン に結び つ けられ るように今を

努力する ことに しよう ｡
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* 1

小松研治 ･ 小 郷直言

釈

筆者ら は自然科学に つ い て の専門的な知識があるわけで は な い の で
, 痕跡の 物理 ･ 化学的な

分析が本来の 目的で はな い
｡ そ して

,
われわれ の研究目的の範囲 で痕跡と い う言葉を自由に

使 っ て い る こ とを断わ っ て おく｡

* 2 柳原三佳著 : ｢ 痕跡は訴える
一 交通事故鑑定人 の事件 フ ァ イ ル ー ｣ , 情報 セ ン タ ー 出版局

,

1 9 9 5 .

* 3 こ れらの 写真は
, 富山県高岡市の 岡崎鍍 ( やすり) 製作所 ,

岡崎喜久治さん に許可を得た

上 で撮影 したもの で ある ｡

* 4 小松研治 ･ 小郷直言 : ｢ 工芸技法を伝える模型と教材の役割 一 木材工芸技法の伝達に おける

模型の 活用を例に - ｣
,
高岡短期大学紀要, 第 8 巻

,
1 9 9 6 .

* 5 ｢
一 歩前に 出て｣ と い うような表現はもちろん比喰的表現 で ある ｡ 例えば以下を参照の こ と ｡

F . C バ ー ト レ ッ ト, 宇津木保 ･ 辻正三訳 : ｢ 想起の 心理学｣ , 誠信書房,
1 9 8 3 .

* 6 それに して も
,

なぜ レ ジ の 従業員は立 っ た ままなの で あろうか
o

ス ウ ェ
ー

デ ン で は
,

こ う し

た立ち姿は見る こ とがな い
｡ 範か ら商品を置く の は客の方で

,
それが ベ ル ト コ ン ベ ア

一

に乗

っ て レ ジ の従業員の前に移動する｡
バ

ー

コ ー ド読み とり機は ベ ル トと同
一

平面 に設置され て

い て
,

い ち い ち持ち上 げて 再び落と し込むと い う高低差はな い
｡

こ の 間
,
従業員 は回転椅子

に座 っ たまま で ある ｡ 日本で は客に対し て失礼の な い こ とが優先され て の こ と で は あろうが
,

従業員の よりよ い 労働条件 , 作業環境と い う面は そ の ため に犠牲 に され て い る ｡

* 7 こ の 商品は富士 フ イ ル ム 社の圧力測定 フ イ ル ム
, ｢富士 プ レ ス ケ ー ル｣ (極超低圧用) の こ

と で ある ｡

* 8 こ の 商品は プ ラ ス 株式会社の カ ラ ー

ス テ ィ ッ ク の り
,
｢ ツ リ

ー ズ カ ラ ー グ ル
ー ｣ の こ と で あ

る ｡

* 9 こ の商品は マ ッ ク ス 社の ス テ ー プ ラ ー

,
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